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 お客様の人生に豊かさを、 

  こころに安心とゆとりを。 
  

新規公開株は、いつの時代も投資家の期待と熱狂を集めます。今回のスペースXも例外ではありません。米国では応

募倍率が数十倍に達し、日本でも新規公開株としては異例の人気を集めました。公募価格135ドルに対し、初値は急騰

し、最高値は211ドル。しかし、熱狂の裏側で冷静さを欠いた投資家が多かったことは、現在の株価が100ドル台まで沈

んでいる事実が雄弁に物語ります。高値圏で買った投資家は、全員が含み損を抱えている状況です。冷静に考えれ

ば、赤字の会社。これから成長するかどうか、裏付けがありません。 

同じ構図はキオクシアにも見られます。3月末に2万円台だった株価は、わずか2か月半で5倍の10万8600円へ。まさに

「人気化した株」の典型的な急騰でした。しかしその裏側には、下がるリスクも。わずか1か月余りで高値の6割安まで急

落しました。こうした銘柄は信用取引で買う投資家が多く、価格が崩れ始めると担保割れを避けるための投げ売りが連

鎖し、下落が下落を呼ぶ展開になりがちです。人気化した株ほど、上昇の勢いと下落の勢いが極端になるのです。 

投資で最も怖いのは、「周囲が儲けているように見えると、自分も乗り遅れまいと飛びついてしまう」心理です。人は合

理性より感情で動きます。だからこそ、人気化した株ほど慎重であるべきなのです。株価が急騰しているときほど、実は

リスクが最大化している。これは歴史が繰り返し示してきた事実です。 
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「情報のカスケード」－人々は周囲に

流される傾向がある－のために投資

家はよいニュースにも悪いニュース

にも過剰反応することが多い。  

人はなぜお金で失敗するのか  

（Ｇ・ベルスキー＆Ｔ･ギロビッチ）  

日経平均 

 ＮＹダウ 

  米ドル 

（6月末比） （7月末） 

64,362.02円 

157.45円 

52,485.03pt 

-5,700.30円 

(-8.14%) 
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-5.20円  

(-3.17%) 

+165.83pt  

(+0.32%) 

 経 験、知 識 一 杯 の 年 寄 り の                             

労 働 力 を 生 か せ！                                  
米国の著作に、高齢化する日本の労働環境にぴったり当てはまるも

のがありました。そのタイトルは「これからの労働力は灰色の髪」。ま

さに、こうしたら労働のアセット価値を最大化できるという方法論で

す。高齢者も活性化し、企業や団体も、労働力を最大化できる。そう

なると国力も最大化できるというわけです。 

高齢者の非労働力化は、労働力の不足を意味し、国力の低下をもた

らす。それを防ぐには、新しい労働力戦略、年齢包括的カルチャーが

必要だ。経験豊かな高齢者の労働力化は、「経験による配当」をもた

らす。高齢者の労働力は、経験とノウハウを積み重ねた資産と見る

べきだ。経験を積み重ねて結晶化した知性を若い労働力が持つ柔

軟な知性と重なれば、企業力を大きく強化できる。企業は往々にし

て、積み重ねてきた“暗黙知”を見逃しがちだ。これこそ高齢労働者

が持っている資産だ。そういう労働力はむしろ確保しておくべきだ。 

どんな年齢でも、学び続け、成長し続けることが裏付けられている。

年齢による労働力配置バイアスは、取り払うべきだ。年齢による退職

という考え方は、これからは通用しない。 

今後若い労働力はどんどん減っていく。その対策は、経験豊かな高

齢労働者を、さらに戦力化することだ。高齢者は、そのノウハウや経

験を若い人に引き継ぐことができる。企業は、高齢労働力と若い労

働力を合体して、総合的企業力を強化する方向に向かうべきだ。            
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先日、『Make Your Brain Work』(エイミー・ブラン著、2025

年刊、英語版)という一冊に触れる機会がありました。著

者は脳科学・行動科学を人材開発に応用するコンサルタ

ント。本書のテーマは「意志力に頼るのではなく、脳の仕

組みに沿って働く」というものです。資産運用やビジネス

の意思決定、良い習慣を身につけることにも通じる示唆

が多かったので、今回はそのエッセンスを紹介しましょう。

要は、頑張らないでもいい、脳の使い方が大事、齢を取っ

ても、この方法は有用ということです！ 

① 脳は成長し続ける  

脳は年齢を重ねても神経回路を作り替える力(可塑性)を

持ち続けます。「自分の性格や能力は生まれつき決まっ

ている」という思い込みは、実は正確ではありません。

日々の行動の積み重ねによって、脳そのものが変化して

いくのです。したがって、齢を取ってくると、体力と同じよう

に、脳力は落ちてくるということは全くの誤解です。むしろ

成長しつづけるわけですから、これほど勇気づけられるこ

とはありません。 

② 「集中」こそ最大の武器  

脳の司令塔である前頭前皮質は、非常にエネルギーを消

費する部位です。複数のタスクを同時にこなす「マルチタ

スク」は、実際には脳内で高速にタスクを切り替えている

だけで、かえって集中力を削ぎ、ストレスを高めます。 

一つのことに絞って取り組む方が、結果的に効率も質も

上がるという指摘は、忙しい日々の中で忘れがちな基本

です。この「一つのことに集中する」は、つい忘れがちで

「脳の使い方」を変えれば、パフォーマンスは変わる！ 
 

  

す。いわば「段取り一番」これが脳エネルギーの最も効率

的な使い方なのです。 

③ 習慣は「意志力」ではなく「設計」でつくる  

面白いのは、意志力を「限りある資源」だと捉えている人

ほど、満足度や達成感が低い傾向にあるという研究結果

です。意志力に頼るのではなく、小さな行動を繰り返し、

環境に「きっかけ」を仕込むことで、習慣は自然と定着して

いきます。これは、実は無理なく続ける方法なのです。た

ゆみない努力というより、無理なく、最初は小さく、よいと

思うことを続ける。これは、投資における積立や規律ある

ルール運用にも通じる考え方だと感じます。 

④ 意味とバランスが判断力を支える  

やりがいを感じる仕事は脳の報酬系を刺激し、集中力・創

造性・意思決定の質を高めます。逆に、慢性的な疲労や

バランスの崩れは、判断ミスにつながりやすい。長期的な

資産形成や事業判断も、実は「日々のコンディション 

management」の延長線上にあるのかもしれません。 

私も齢70を越えてきましたが、このような研究結果には励

まされます。「脳はいつまでも成長し続ける」脳が成長し

続けるということは、体や精神にストレスがない状態で実

現できるわけですから、その状態でいることに努めること

自体が、肉体の健康につながるということです。まさに

我々が、どう心がけ、取り組むかに、人生の豊かさは依っ

てくるということです！ 
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●大切なお金を間違いない方法で運用しているのか、心配になることはありま
せんか。 

●退職後のセカンドライフを、お金の心配なく、ゆとりを持ってお過ごしですか。 

●仕事が忙しくて、なかなか運用まで手が回らないということはありませんか。 

●銀行や証券会社が勧めるままに、株や投資信託を購入していませんか。 

 

金融商品の中身や手数料がどうなっているか、きちんと把握していますか。 

びとうファイナンシャルサービスは、金融機関から完全独立のFP・資産運用ア
ドバイザーです。その強みを生かし、お客様に、客観的で、公正・中立なアドバ
イスを提供しています。手数料が高く売りやすい商品を売るのではなく、お客
様にもっとも適した金融商品やお客様にベストのアドバイスを提供しています。 
 
びとうファイナンシャルサービスは、お客様の目標や夢の実現のため、４０年を
超える長い経験と深い専門知識、高い倫理観をもとに、お客様の利益のみに
目を向けたサービスを提供しています。たとえるなら、多くのお客様の人生とい
う航海で、無事に目的地に到着する大型客船であり、いつもお客様の資産運
用という面で健康管理をするホームドクターです。 びとうファイナンシャルサービス   
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